
第２次都心まちづくり計画（案） 

平成28（2016年）年2月 

札幌市

皆さんからのご意見を募集します！ 
～パブリックコメントの実施について～ 

募集期間：平成28年（2016年）2月23日（火）から      

    平成 28年（2016年）3月23日（水）まで 【必着】 

資料の配布場所

以下の場所で資料の配布を行っております。 

 ○札幌市役所本庁舎 5階 市民まちづくり局都心まちづくり推進室都心まちづくり課 

           2 階 市政刊行物コーナー 

 ○各区役所 

 ○まちづくりセンター（本府・中央、東北、東、豊水、西） 

市政等資料番号

01-C06-15-2097

【概要版】 

このたび札幌市では、新たな都心まちづくりの基本方針となる「第2次都心

まちづくり計画（案）」を取りまとめましたので、広く市民の皆さんにお知らせ

し、ご意見を募集いたします。 

市民の皆さんと一緒により良い計画にしていくため、多くの方からのご意見を

お待ちしております。 

お寄せいただいたご意見を参考とし、平成28年（2016年）3月頃に計画

を策定する予定です。 

なお、本計画は、目標や戦略、空間形成指針等を定めた計画期間２０年の本編

と初手の５年間で取り組むべき事業とその主体等を定めた展開プログラムで構

成されています。 

※いただいたご意見については、個別の回答はいたしませんが、ご意見の概要と

ご意見に対する市の考え方について、計画書の冊子でご紹介します。 



１_都心まちづくり計画見直しの背景と視点 

２_計画の構成 

３_計画目標と目指すまちの姿 

●都心まちづくりの目標 

●都心まちづくりを通じて目指すまちの姿 

北海道・札幌をけん引する経済成長と 

世界に誇る低環境負荷の実現 

新たな 

都心まちづくり計画に 
求められる視点

●世界唯一の積雪寒冷大都市 

●地震等、自然災害に対するリスクの低さ 

●都心への高次な都市機能の集積 

●道都さっぽろの求心力と交通結節機能 

●札幌の都市成長・発展を支えてきた都市基盤等のレガシー    など

●活力があふれ世界を惹きつける都心 

●道内市町村との連携・協調による北海道経済・産業の活性化をけん引する都心 

●市内主要拠点との連携から、相乗効果を発揮する中核としての都心 

◆世界が目を向ける成長戦略の発信 

◆北海道･札幌の持続可能性を先導する都心の強化 

◆札幌らしいライフスタイル・ワークスタイルの実現 

◆まちづくりの実効性を高める連携･協働を提案 

都市を取り巻く環境変化への対応 

●生産年齢人口減少に伴う経済活力の低下 

●低炭素社会実現の必要性  

●災害に強い都市づくりへの社会的要請 

都心の新たな機運への対応 

●オリンピック時期の建物の更新ピークの到来 

●二つのまちづくり会社による事業展開 

札幌市を取り巻く社会情勢の変化への対応 

●激しさを増す都市間競争への対応

●広域交通アクセス強化の必要性

●北海道新幹線の札幌延伸 

新たな上位計画等との整合 

●札幌市まちづくり戦略ビジョンの策定（H25） 

●都市計画マスタープランの見直し

前「都心まちづくり計画」 （平成14年６月策定） 

札幌市・都心の

ポテンシャル

北海道及び札幌

を牽引する都心

の役割

都心を取り巻く

課題 

国内外から活力・投資を 

呼び込む札幌都心ブランド

の確立 

 魅力的な都心のライフス

タイル・ワークスタイルの

実現 

世界に誇れる環境性や防災性を備え、高次な都市機

能が集積する持続可能で魅力のある都心とすること

で、札幌都心ブランドを確立し、国内外から投資を

呼込み、北海道・札幌の経済をけん引します。 

日常的な市民の訪れや、豊かな時間消費を支えると

ともに、札幌を象徴する景観を備えた都市空間を創

出すること、また働く場としての利便性・快適性の

高い環境を備えることで、魅力的な都心のライフス

タイル・ワークスタイルを実現します。 

Ｓ

Ｍ

Ｉ 

Ｌ 

Ｅｓ

世界に誇る環境性と防災性を備えた持続可能なまち 

多様な主体により都心の継続的な発展を支える仕組みを備えたまち 

札幌らしい魅力的なライフスタイル・ワークスタイルを実現できるまち 

国内外からヒト・モノ・投資を呼び込み、札幌・北海道の経済を支えるまち 

街なかでの多様な人々による知的な交流が促進され、新たな価値・魅

力・活力を創造するまち 

札幌市の目指す都市づくりの基本理念  ～S･M･I･L･Es City Sapporo～

Sustainability 
（持続可能性） 

Innovation 
（創造性の発揮） 

Managing 
（ｴﾈﾙｷﾞｰやﾓﾋﾞﾘﾃｨなど

多様なﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 

Livable 
（住み良いまち） 

Es 
（経済、自然環境、活力

など） 

都
心
な
ら
で
は
の
『Ｓ･

Ｍ･

Ｉ･

Ｌ･

Ｅｓ
』を
実
現

都
心
ま
ち
づ
く
り
計
画
（

年
）

目標実現のための戦略的な取組

都心まちづくりを支える都心の構造 

都心空間の持続的・発展的 

成長のための指針

都心の空間特性を活かした

取組の展開 

取組の連鎖・波及により都

心空間の成長を促進 

都心まちづくり 展開プログラム（5年間で取り組むべき事業・活動）

着実な展開に向けて 

都心の構造

都心の空間形成指針 都心まちづくりの戦略

都心まちづくりの目標



４_都心の構造 

『４骨格軸 １展開軸 ２交流拠点へ』 
●５つの軸は、継承しつつ、沿道との連携を強化 

●創成川通の広域交通ネットワークとしての位置づけの強化（『やすらぎの軸』から『つながりの軸』へ）

●交流拠点の役割の拡大

●札幌駅交流拠点の形成、大通と創世の二つの交流拠点は再編・強化し、新たな交流拠点が連鎖・連携

を進め相乗効果を発揮 

『新たなターゲットエリアの設定』
●都心強化先導エリアの設定 

●地区に集積するホール・ホテル等の交流施設を活かしたまちづくりを展開する 

大通公園西周辺エリアの設定 

●既存ターゲットエリアの強化 

骨格構造 
～前都心まちづくり計画・都心まちづくり戦略での考え方～ 

◎４つの骨格軸～駅前通、大通、創成川通、北三条通

◎展開軸～重点地区（創成東地区）の背骨となる東４丁目線 

◎３つの交流拠点～札幌駅交流拠点、大通交流拠点、創世交流拠点

ターゲットエリア 
～前都心まちづくり計画・都心まちづくり戦略での考え方～ 

◎５つのターゲットエリア 

～道庁周辺エリア、都心商業エリア、すすきのエリア、 

北三条エリア、東大通エリア 



５_都心まちづくりの戦略 

北海道・札幌を先導する都心のビジネ

ス・都市観光機能の強化 

成熟社会における市民生活の高質化と豊

かな都市文化を享受できる環境の充実

戦略の骨子 

世界が注目する魅力と活力、ライフスタイルを実現する 

ビジネス・都市観光機能の強化と成熟型都市環境の実現
戦略１ 

北海道らしい豊かなみどりや地球にやさしい環境を守り育てる 

持続可能なまちの実現 
戦略２ 

北海道・札幌を象徴する豊かなみどりの

空間の創出・拡充 

環境首都さっぽろを象徴する都心の低炭

素化 

市民や来街者にとって魅力的なライフスタイル・ワークスタイルを 

生む都市空間の形成  
戦略３ 

公共交通を軸とした歩行者優先の交通

環境の形成 

都心らしいライフスタイル・ワークス

タイルの実現 

札幌の持続的・発展的成長をけん引する都心マネジメントの展開 戦略４ 

札幌都心の重層的エリアマネジメント

の仕組みの構築 
戦略の骨子 

戦略の骨子 

戦略の骨子 

●国内外からの人・情報・投資を呼び込み活

力を創造・象徴する都心のビジネス環境・

機能の強化 

●災害リスクの低い地理的優位性を活かし

た、エネルギー多重化によるBCDの形成 

●札幌・都心の資源や資産を活かした観光交

流の促進やMICE環境の充実 

●都市開発や企業立地を促進するインセンテ

ィブの構築 

●都心強化先導エリアにおける札幌駅交流拠

点、大通・創世交流拠点の形成 
※BCD：Business Continuity District～事業継続基

盤強化地区 

●北海道・札幌を象徴する豊かなみどりを感

じる空間の創出 

●エネルギーネットワークの構築及び接続

の推進 

●環境負荷を低減した環境にやさしいグリ

ーンビルの普及促進 

●快適に過ごせる人を中心とした回遊環境

の整備 

●誰もが都心にアクセスできる利便性の高

い交通ネットワークの充実 

●誰もが都心の魅力と活力を享受できる生

活環境・公共空間の整備 

●都心部における多様なワークスタイルを

支える就業環境の強化 

●都心の魅力と活力を束ね、発信する

プラットフォームの組成 

●エリア・場の特性に応じたマネジメ

ントの促進 

●周辺エリアとの連携による北海道・

札幌市の魅力発信の推進 

戦略推進のための施策

戦略推進のための施策

戦略推進のための施策

戦略推進のための施策



６_都心の空間形成方針 

（１）骨格軸形成・強化の方針 

（２）交流拠点形成・強化の指針 

（３）エリア特性に応じたまちづくりを進めるための取組 

（４）都心全域を視野に入れた空間形成指針 

都心のにぎわい・活力を象徴する沿道の機

能・空間の再編と、都心強化と連動する軸

双方向の起点からの高質化 

展開指針 

●象徴的な軸空間の形成  

●多様なネットワークの形成  

●軸双方向からの資源・資産の高質化によ

るにぎわいの軸の強化 

取
組
の
骨
子

駅 前 通 
～にぎわい

の軸～

札幌のまちを形成する根幹となる歴史を

備える東西軸として、潤いあるみどりを中

心に、札幌の都市文化・新たな価値をはぐ

くむ空間の創出 

展開指針 

●骨格軸の強化 

●都心東西市街地の連携強化  

取
組
の
骨
子

大通 
～はぐくみ

の軸～

広域からの都心アクセスを支えるととも

に、豊かな環境を活かした市民の交流・つ

ながりを創出

展開指針 

●広域交通ネットワーク機能の強化 

●創成川以西・以東の市街地の連続性強化 

●狸二条広場の活用による地域活性化の

促進  

取
組
の
骨
子

創成川通 
～つながり

の軸～

札幌発展の歴史・文化を活かした街並み、

空間の形成とその活用

展開指針 

●歴史を活かした街並み形成の推進 

●北三条広場を起点とする広場空間の連

鎖  

取
組
の
骨
子

北三条通 
～うけつぎ

の軸～

創成東地区の職・住・遊を支える多様な機

能の複合化と創成イースト南北の回遊性

の向上を支える通りの形成

展開指針 

●都心まちづくりを支える軸の一つとし

ての空間・機能強化  

●まちづくりへの通りの活用  

取
組
の
骨
子

東四丁目 
～いとなみ

の軸～

質の高い、文化的なライフスタイルを支え

る機能・空間の形成

展開指針 

●札幌の都市文化を発信・体感する拠点機

能の展開 

●交流拠点を核とした、人とまちをつなげ

るネットワークの強化 

取
組
の
骨
子

大通・創

世交流拠

点 

●連鎖・連携の創造・波及
創成イー

スト北エ

リア

回遊の基軸となる骨格軸の結節点について、市民、来街者が都心における多

様なアクティビティに触れ、都心のにぎわい・活力を体感できる豊かな空間

を備えるべき場として、新たな回遊・交流を創出・強化する 

視点① 交流空間の創出 

視点② 地上・地下の重層的

ネットワークの形成 

安全・快適な回遊を支える地下空間ネットワークを活かし、沿道ビルの建替

え更新等を通じた接続や結節点における滞留・交流の場づくりを図ることで

地上地下の重層的ネットワークを形成する 

視点③ 界わい性と奥行きの

ある公共的空間の連鎖 

建物内の貫通通路や建物と建物の間の通路など多様な歩行者動線を配置・活

用して、パブリックスペースのきめ細やかなネットワーク形成により、表通

りだけではない奥行きのある都市空間の形成を促進する 

都心まちづくりの目標を先導的に具現化

する都市空間・都市機能の誘導・形成

展開指針 

●骨格軸・交流拠点を中心とした象徴的な

都市空間の形成 

●成熟都市札幌のショーケースとなる都

市空間の強化 

●都心強化に資する機能・空間の高次化

取
組
の
骨
子

都心強化

先導エリ

ア

観光交流・市民生活を充実させる歓楽街づ

くりと中島公園をはじめとする周辺資源

との連携

展開指針 

●すすきのエリアの方向性検討 

●安心感と魅力の向上 

●資源活用と周辺との連携・連鎖

取
組
の
骨
子

すすきの

エリア

都心商業

エリア
路面の魅力の再生と中心商業地としての

歴史・伝統の活用による活性化

展開指針 

●ストリートの個性化と遺産の活用 

●移動環境の向上と公共・共用空間の充実 

●街のデザインとおもてなしの充実 

取
組
の
骨
子

大通公園

西周辺エ

リア

地区に集積するホール、ホテル等の施設を

活かした集客交流機能の向上

展開指針 

●交流機能強化 

●他のターゲットエリアとのネットワー

ク強化

取
組
の
骨
子

人を中心としたコンパクトシティの実現

を支える複合型市街地の形成と観光・歴史

資源を活かしたエリアマネジメントの展

開

展開指針 

取
組
の
骨
子

創成東地

区
●資源活用を視点とした

マネジメントの推進 

●ストック活用の促進

創成イー

スト南エ

リア

札幌・北海道の国際競争力をけん引し、そ

の活力を展開させる“起点”の形成

展開指針 

●道都札幌の玄関口にふさわしい交流拠

点としての空間形成と高次都市機能・交

通結節機能の強化 

取
組
の
骨
子

札幌駅 

交流拠点 



７_都心まちづくりの着実な展開に向けて 

●まちづくり展開を支える各主体の役割と価値創造の仕組みづくり 

〇行政、民間企業、地域（市民・NPO等）といった関係主体が将来像、まちづくりを通じた新たな都心の価値

を共有した上で、それぞれの役割・能力に応じて多様な連携を展開し、協働によるまちづくりを推進する。 

〇こうした各主体による都心まちづくりへの取組を束ね、関係主体間での共有される都心の新たな価値の創造

を促す都心マネジメントの仕組みづくりを推進する。 

●都心まちづくりの展開プログラムの位置づけ 

〇今後の社会情勢の変化や取組の進展状況を考慮する必要があることから、本計画年次２０年間を５年毎に区

切り、都心まちづくりに関わる主体間で共有された価値を実現する取組（『ねらい』）とその推進に際しての

中核的な『主体』、推進を支える『事業』の内容を含めた展開プログラムを定め、それに基づいて進めていく。

〇初手の５年間の展開プログラムについては、「札幌市まちづくり戦略ビジョン アクションプラン2015」を

踏まえて定め、その後も他の計画等を考慮し、適切に定めていく。 

●情勢に適応した計画の見直し・更新、展開プログラムのモニタリング

〇札幌市並びに都心を取り巻く社会経済情勢が刻々と変化する中、都心まちづくりの基本的な理念を継承し 

つつ、情勢に応じて新たな視点を加えつつ進化させることが必要。 

〇時勢に適応した長期的なマスタープランの中間期における検証と見直し、展開プログラムの積み重ねの二つ

のサイクルから適切なまちの成長管理を行うことが必要。

〇展開プログラム（5年程度）を発展的に展開し、着実に目標を実現するため、展開プログラムのモニタリン

グの仕組みをつくることが重要。 

5年 5年 5年 

評価・検証
【展開プログラム】 

●事業ごとの成果指標の設定 

【展開プログラム】 

●前期成果を踏まえた次の成

果指標の設定 

プラットフォーム 

都心まちづ

くり戦略

（H22～） 

都心まちづく

り計画 

（H14～） 
第２次都心まちづくり計画（H28～） 

●社会情勢の変化（環境問題

等）への対応 

●都心まちづくりの後半 10

年に向けた補完 

●社会情勢の変化、札幌市の構造変化に対

応したパラダイムシフトの必要性 

●新たな総合計画等、上位計画との整合 

次の都心まちづく

り計画 

・社会情勢の変化 

・都心まちづくりの成果、新たな潮流 

等に対応した計画の見直し・補完 

展開 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

展開 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

展開 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

展開 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

20年 

5年 

ねらい 主体 

事業 

展開プログラム 

（2021以降） 
■都心まちづくりの 

４つの戦略に基づく 

施策群 

■札幌市まちづくり戦

略ビジョン 

アクションプラン 

2015 

展開プログラム 

（2016～2020） 

●都心まちづくりのプラッ

トフォームを核としたプ

ログラムの立案 

検証 
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第２次都心まちづく り計画（ 案）　意見用紙

札幌市市民まちづく り局都心まちづく り推進室都心まちづく り課 FAX： 011-218-5112

※ 何ページのどの項目に対するご意見かがわかるようにご記入ください ※

ページ ご意見

＜お名前＞

＜ご住所＞

①19 歳以下　②20 代　③30 代　④40 代

④50 代　⑥60 代　⑦70 歳以上

＜年齢＞ 該当する番号に○を付けてください

※ 記入スペースが足りない場合は、別紙に記入し、同封してく ださい。

※ お名前・ ご住所等は、集計以外の目的に用いることはありません。札幌市個人情報保護条例の

　規定に則って、適正に取り扱います。
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「
第
２
次
都
心
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、「
第
２
次
都
心
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
趣
旨
が
同
じ
ご
意
見
を
集
約
し
た
上
で
、
ご
意
見
に
対
す
る
札
幌
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

と
り
ま
と
め
て
公
表
い
た
し
ま
す
。

意
 見
 募
 集
 期
 間

平
成
2
8
年
２
月
２
３
日
（
火
）
～
平
成
2
8
年
３
月
２
３
日
（
水
）　
＜
必
着
＞

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

◆

◆

寄せら れたご意見に対し て個別に回答はいたしませんが、

ご意見の要点をまと め、それに対する市役所の考え方と合

わせてホームページなどで発表します。

提出の際は、お名前・ ご住所等をご記入く ださ い。

意見募集について

①

②

③

④

⑤

郵送の場合

： このページを切り取り、 裏面にご意見を記入の上、 糊付

けして封書とし、 ポスト に投函してく ださい。

※切手は不要です。

FAX の場合： 01 1-2 18-5112

E メールの場合： ki .d ow ntow n@ci ty.sap po ro .jp

※計画名 （ 第２ 次都心まちづく り 計画） が分かるよう 、　 メー

ルタイト ルや本文などに明記してく ださい。

※お名前・ ご住所・ 年齢を忘れず記載し てく ださ い。

ホームページの意見募集フォ ームから 送信する場合

http ://www .city. sap p o ro .jp /kikaku/d own tow n/plan /sh in to

shinmat i-saku tei .h tml からアクセスし てく ださ い。

直接お持ちいただく 場合

： 市民まちづく り 局都心まちづく り 課までお持ち く ださ

い。

※受付時間は、平日の午前 8： 45 ～午後 5： 15 までです。

提出方法について

札幌市市民まちづく り局都心まちづく り推進室

都心まちづく り課

◆住所

　 ： 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所本庁舎 5 階南側

◆電話： 011 -211-2692

お問い合わせ先

第２次都心まちづくり計画

料金受取人払郵便 

札幌中央局 
承　　　認 

2208

差出有効期間
平成28年
3月31日まで

切手不要 

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目

0  6   0 8   7  8   8 

札
幌
市
市
民
ま
ち
づ
く
り
局
都
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

都
心
ま
ち
づ
く
り
課

行


